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生漆と金属粉末と の反応生成物
蟻川 彰 ･ 畑 篤
(平成 4 年10月29日受理)
要 旨
生漆と鉄 ､ 亜鉛 お よ び マ ン ガ ン 粉末と の反応生成物 の分析を GI)C カラ ム を用い た高速 液体 ク
ロ マ ト グ ラ フ -質量 ( L C-M S) 分析計で お こ な っ た ｡ 生成物の種類 に は金属種 に よ る差異 は
認め られず ､ 亜鉛粉末 が鉄や マ ン ガ ン 粉末に 比較して ウ ル シ オ ー ル 中 の 2量体成分 の減少を大 き
く した
｡
キ ー ワ ー ド
生漆､ ウ ル シ オ ー ル ､ 金属粉末
1 緒 看
生漆 と鉄 ､ 亜鉛 ､ マ ン ガ ン 粉末と の反応 に
2)
よる金属種 に よる取り込み量に つ い て ､ 前報
で報告 した ｡ 本報 で は 生漆と金属粉末と の反
応に よる反応生成物 へ の影響 を ､ G P C カ ラ
ム を用 い た高速 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ー 質量
(L C - M S) 分析計 で検討 し た ｡
2 実 験
2.1 試料
生漆 は 中国産 (高岡市 大場商店) を使用
3)
した ｡ ウ ル シ オ ー ル の抽 出は 既報の 方法に し
た が っ た ｡ 生漆に 3倍量の ア セ ト ン を加 えて
3時間撹拝 し ､ ア セ ト ン 不 溶部を液過 で 除
去 し た後 ､ 慮液 の ア セ ト ン を減圧 除去 し た も
の を使用 し た ｡ 金属粉末は 鉄粉 (関東化学､
90. 0%)､ 亜鉛粉末 (関東化学 ､ 特級 ､ 99. 0
%)､ マ ン ガ ン 粉末 (関東化学 ､ 99. 0%) の市
販品 をそ の ま まふ る い に か け ､ 粒子径3 8/` m
以下 の粒度の も の を使用 し た ｡
2.2 実験方法
生漆1 0gに 対 し金属粉末を0. 01m olを加え
て 3時間撹拝反応 させ た ｡ 反応後 ､ ア セ ト ン
を加え ､ 可溶物を濃縮し ､ 減圧乾燥 した も の
をテ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン (T H F) に 溶解 さ せ ､
分析 した ｡
2. 3 高速液体クロ マ トグラフ 一 貫量分析装置
島津 L C M S-QIOOOE X､ カ ラ ム ; S him
-
pa ck G P C
- 801, 88. Om m〆 × 30c m, カ ラ
ム 温度 ;室温 , 移動相 ; T H F, 流量 ;1. 0
m位/min.
3 結果と考察
3.1 生漆と金属粉末との反応生成物の L C
生漆と鉄粉と の反応生成物の L Cを図1 に
示す｡ 反応生成物が大きく 3成分 に分離 され
て い る ｡ L C から求め た 割合は17:36:4 7 で
あ っ た ｡ 亜鉛 お よび マ ン ガ ン と の反応生成物 ､
4)
比較の た め ウ ル シ オ ー ル の結果 もまとめ て表
1 に示 した ｡ ウ ル シ オ ー ル に は 第1成分が な
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く ､ 金属粉末 との 反応生 成物に み られ る第 1
成分は 高分子化合物 である こ と を示 す｡ 金属
粉末との 反応物 の第 2 および第3成分は 高分
子化するた め ､ そ の割合が 原料の り )L- シ オ ー
ル と変わ っ て い る ｡ 亜鉛が特に顕著で ､ 第 1成
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図 1 生漆 と鉄粉との 反応生成物の L C
3.2 反応生成物の M S
生漆と鉄粉末と の反応生成物 の第 1 から第
4成分の M Sを図2 - 5 に示す｡ 第1 成分 の
ピ ークが小さ く出て い るの は分子量が1000以
上 の 化合物の た め と思われ る ｡ 第 2成分に は
627(M H
+
) に ピ ー クが あり､ ウ ル シ オ ー ル
の 2量体で m / e313,3 67 は そ のフ ラ グ メ ン
トイ オ ン と思われ る｡ 第 3成分に は33 3ま た
は40 3 に
､ 第 4成分に は315また は3 8 5 に ピー
ク が認め られ る ｡ 他の 亜鉛や マ ン ガ ン と の反
応物 の M Sも 同様 の 結果が得 られ た ｡ また ､
ウ ル シ オ ー ル の M S に は鉄との 第 1成分 に 相
当す る成分が な い だ け で ､ 他は 同じ ピ ー クが
得られた ｡
3. 3 考察
生漆 と金属粉末との 反応生成物 の第 1成分
は 3 . 1項で 推察 した よう に ウ ル シ オ ー ル が
反応 した分子量1000以上 の 高分子化合物 で あ
る こ とが図 2 の結果 か らも 明らか で ある ｡ 本
実験 の結果か らは金属種の違 い に よる反応生
成物 の種類 へ の 影響は 認め られ ず､ 表1 の結
果 か ら明らか の よ うに 原料の ウ ル シ オ ー ル の
残存比に違 い が認め られ た ｡ 特に ､ 亜鉛 で は
第 1成分の 増加が大きく ､ 2量体成分の 減少
が目 だ ち ､ 高分子化 へ は 2量体が 大き く関与
して い る こ とを示す結果が得 られ た ｡
MS の結果を現段階 で は 充分に 説明出来な
い が ､ 図 3 の ウル シ オ ー ル 2量体 は Sche m e
に 示す ジ フ ェ ニ ル 形の も の と ､ そ の フ ラ グ メ
ン トイ オ ン か ら推察し た ｡ し か し ､ 36 7 につ い
て は 不 明で ある ｡ 図 4の M Sの333 (M H
十)
は ウ ル シ オ ー ル に H 2 0が付加 し た と考 え る
と 一 致する ピ ー ク で あ る｡ 図5 の MS の31 5
(M H+) は ウ ル シ オ ー ル の モ ノ マ ー の 分 子
量と考えられ る ｡ しか し ､ 図4 の4 0 3､ 図 5
の385 の ピー ク は ともに そ の構造 は 不 明 で あ
るが ､ 図 4 の403の ピ ー ク は333 より70大きく ､
図5 の385 のピ ーク は315 より7 0大き い ｡ 高速
液体 ク ロ マ ト グ ラ フ の 移動相に使用 し て い る
T H Fの分子 量が72で ある こ とか ら､ T H Fか
らの 脱水素分子 に図 4 および図 5 で示唆 し た
モ ノ マ ー が付加 した も の と考 えると数の 上 で
は 一 致する ｡ し か し ､ こ れ ら不 明の 化合物 は
さ らに単離確認が必要 で あ る｡
表 1 L C から求め た生漆と鉄､ 亜鉛 ､ お よび マ ン ガ ン
との 反応生成物と ウ シ オ ー ル の 成分比 ( %)
成分 ウルシオー ル 秩 亜 鉛 マ ン ガ ン
1 0 1 7 46 13
2 53 36 20 43
3 47 47 34 4 4
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図 2 生漆と鉄粉と の 第1成分の M S
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図4 生漆と鉄粉と の第3成分の M S
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図5 生漆 と鉄粉 との 第 4成分の MS
生漆と金属粉末と の 反応生成物
O H (oH)2( OH)2 R








LC - MS分析をして】頁し､ た 島津製作所
応用技術部京都分析 セ ン タ ー 荒川清美様に
お礼申し上 げ ます｡
引用文献 ･ 脚注
1) こ の報文 を
"
機能性漆 の開発研究 (第 5報)
"
と する ｡
2) 前報~(第4報), 蛙 川 彰､ 畑 篤 :
"
生漆と 金属粉末と の 反応
"
､ 高岡短期大学 紀要 , 3 ,
1-10 (1992).
3) Y .Ya m agu chi, R. Osh im a, a ndJ. K u m a n ota ni :
' '
Co nfigu r atio n of the Olefinic Bo nds in the
Hetero olerinic Side-C hains ofJapane s eLa cquer Uru shiol
' '
, J. Cll rO m atOgr. , 243, 71(19 82).
2 )
4) 生漆の ア セ ト ン 可溶部は ウ ル シ オー ル 成分で あ る ｡ 本反応生成物も比較し やす くす るた め , 皮
応生成物 の ア セ ト ン 可溶部 に つ い て分析し た ｡
112 轄川 彰 ･ 畑 篤
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A B S T R A C T
T he r e a ctio n of t he s ap or t he la cqu e rtr e e(kiu r u shu) with m etallic po wde r s s u ch a siro n, zin c,
a nd m a nga n e se w a s e x a min ed. T he rea ctio n pr odu cts w e re a n alyz ed by liquidchro m atogr aphy-
m a s s spe ctr o m ete r (LC- M S)u sing GPC c olu m n. T he r e a ctio n pr odu cts w e r e n ot influ e n c ed
by the metallic specie s. Z in c metal reduc es urushiol dim er in u rushiol, c om pared with other
m etals.
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